
．はじめに

言語音の最も本質的な違いは音質にあるが，

音の高さ，強さ，長さによっても区別すること

ができる。長さの面でいえば，破裂音が爆発的

にごく短い時間で発音しなければならないこと

を除いて，他の音は肺からの呼気があれば理論

上は任意に伸ばすことができる。母音はさらに

顕著で，いかなる言語の母音も発音部位と発音

方法によって違いを出すことができる。

（ ）は英語の音声の研究において，

後ろに濁音の子音がつく母音は，清音の子音が

つく母音より長く発音されることを指摘してい

る。このことは， （ ， ）の実

験によっても証明された。

と （ ）は散文の朗読に

おける母音，子音の長さを測定し，アクセント

のある音節の母音は弱く読まれる音節の 倍

の長さがあるとの結論に達している。また，調

査に基づいて英語の母音を以下のように長いも

のから短いものへ並べた。アクセントのある母
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音 弱く読まれる母音 清音の摩擦音前の母音

濁音の摩擦音前の母音 濁音の破裂音前の母

音 清音の破裂音前の母音。

と （ ）は 構造をもつ

言語音の資料を使って子音が母音に与える影響

を調査し，その結果，子音の清濁，発音方法，

発音部位のすべてが母音の長さに影響を与える

ことを指摘した。それによると，後ろに濁音の

子音がつく母音は，後ろに清音の子音がつく母

音より平均して 長いとしている。また，

後ろに清音の破裂音がつく母音が最も短く，短

いものから長いものへと並べると，清音の摩擦

音 鼻音 濁音の破裂音 濁音の摩擦音という

順になるという。 は実験により，清音の子

音にはさまれた長母音の平均の長さは で

あるが，逆に濁音の子音にはさまれた短母音の

平均の長さは になるとしている。

と （ ）は 構造をもつ

言語音の資料を使って実験を行い，母音の前に

つく子音は母音の長さに影響を与えないが，後

ろにつく子音の清濁は母音の長さと密接な関係



があると結論づけている。そのデータによれば，

清音の子音の前にある母音の平均の長さは

，濁音の子音の前にある母音の平均の

長さは であり，その比率は と

なっている。

子音にはさまれた母音の長さに大きな違いが

あるだけでなく，母音が語尾にあるかないか，

アクセントがあるかないかなどによっても長さ

に違いが出る。ポーズの前にある母音が最も長

く，アクセントのある音節中の母音はアクセン

トのない音節のものより長い。 （ ）

は，英語の母音のうち，最も長いものと最も短

いものの比率は になるという。

ここまで見てきた母音の長さに関する研究

は，すべて英語の分析に関するものであった。

では，中国語はどうだろうか。拙文は，音声学

の面から中国語におけるさまざまな環境にある

母音の長さの変化を分析・比較し，中国語の母

音の長さと音声環境との関係を明らかにしよう

と試みるものである。

．中国語の単母音固有の長さ

ここでは，阿成の散文《 匙》 の一部を実

験のための資料とした。長さは約 字で，

つの単母音を含む の語 からなる。標準的

な普通話のネイティブスピーカー男女各 名を

選び，特にどこかを強調することのないように，

同じ調子，同じ速度で読むよう指示してこの文

章を朗読してもらい，これを音声データ （文）

とした。また，この文章から つの単母音を含

む の語を抜き出し，別の標準的普通話の話

者 名を選んで読んでもらい，これを音声デー

タ （語）とした。

続いて，これら つのデータからそれぞれの

単母音の長さを測定し，以下のデータを得た。

もちろん，音声の長さはさまざまな要因の影

響を受ける。性別，年齢，性格，教育程度，会

話習慣など，すべてが朗読スピードに影響し，

母音の長さにも直接的に影響を与える。しかし

何人かの話者に普通のスピードで読んでもらう

と，全員が基本的に一致した傾向を示し，少な

くともスピードに関しては大差がない。さらに，

すべての母音が前後の音の状態に影響を受ける

ことは間違いのない事実である。さまざまな音

声環境の母音の長さを平均して得た数値は，基

本的に，ある言語の母音の標準的な長さを示し

ていると言える。このような考えを基礎とし，

下で得た平均の数値を中国語単母音の標準の長

さとする。

しかし，長さに関する具体的な数字はあまり

重要ではない。重要なのは単母音どうしの長さ

の比率である。下にあげた統計結果から，中国

語普通話における単母音の長さには以下のよう
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中国語の単母音の平均長さ（ ）



な特徴があることがわかった。

中国語における つの単母音の通常の長さ

は一定ではなく，あきらかに長さの違いがあ

る。中国語の単母音の長さを長いものから短

いものへ並べると，以下のようになる。

グループ（文） ， ， ，， ， ， ，

グループ（語） ， ，， ， ， ， ，

両グループで単母音の長さの順番は同

じではないが，［ ］と［ ］が長く，［ ］と［ ］が

短いことははっきりと見てとれる。

文章と語において，単母音の長さは明らか

に違う。全体的にいって，語の母音の長さは

文章中の同じ母音よりも長い。

（ ）と （ ）

は英語における母音の長さの研究において，母

音の基本的長さは口腔の開き方や舌の位置と関

係があると指摘している。口の開きが小さく舌

の位置が高い母音は，口の開きが大きく舌の位

置が低い母音よりもやや短い。岡山妙（ ），

本間弥生（ ）は，これはあらゆる言語に共

通の特徴で，日本語も同様であると述べている。

しかし，上述した統計結果をみると，このよう

な結論は必ずしも絶対的なものではない。中国

語の［ ］は口の開きが［ ］［ ］より小さく，舌の

位置も明らかに［ ］［ ］より高いが，基本的な長

さはむしろこれらより長く，しかもあらゆる話

者に共通の傾向なのである。中国語における音

声上の環境が母音の長さに与える影響につい

て，さらに詳しくみていきたい。

．音声環境と母音の長さ

．四声・声調変化・軽声

中国語における音声環境が母音の長さに与え

る影響を考えるとき，まず声調と母音の長さの

関係を考えるのは自然なことである。中国語の

中国語における単母音の長さに関する実験

声調が音の長さに与える影響は主に以下の つ

があげられる。第一に，声調の違いによって音

節の基本的な長さに違いがある。第二に，音節

の組み合わせによる声調変化が音の長さの変化

を引き起こす。

．声調の基本的長さの比率

中国語は声調言語であり，周波数の違いに

よって音の高低屈折の変化をつけ意味の弁別を

行う。中国語において異なる声調の主な違いは

周波数によるもので，周波数の高低がその区別

の特徴となっており，周波数曲線の形式に違い

があることから，当然音の長さにも大きな違い

が生まれる。そこで異なる声調の の音節を

選び， 人の発話者に特にどこも強調しないよ

うに，普通の速さで読んでもらった。この

音節の長さのデータに基づき，以下のような四

声の平均的長さの比率データを得た。

このうち，陰平の長さを とすると，陽平

の平均の長さは陰平の ％であり，上声は陰平

の ％で最も長い音節である。また，去声は

最も短く，陰平の ％しかない。特に上声と去

声の長さの差は大きく，約 倍の違いがある。

音節の長さは声調によって大きな違いがあ

り，音節の母音の長さにも反映される。音節と

その音節中の母音の長さは正比例する。一般的

に上声の母音が最も長く，次いで陰平，陽平で，

去声の母音が最も短い。われわれの統計の中で

も，いくつかの単母音が四声によって違う長さ

になることが以下のようにわかっている。



このデータは 人の話者の平均である。単母

音の実際の長さは前後の子音の発音部位や発音

方法の違いによって変化する（これについては

後述する）。しかし，ここで注意すべきことは

母音の長さのデータそのものではなく，母音が

四声において長さにどのような違いを生むか，

つまり四声が母音に与える影響である。このこ

とから考えて，具体的に数字をあげ，声調の違

う音節中の長さを比較することは意義のあるこ

とである。声調の違う音節中の母音の長さの比

率は音節の長さの比率と基本的に一致してお

り，中国語の声調は母音の長さに大きな影響を

与えている。

．上声の声調変化による長さの変化

上に述べた統計と見解はそれぞれの声調を独

立して取り出したものである。しかし実際の会

話の中では，後ろに続く音節の声調の影響を受

け，前の音節はしばしば声調変化を起こす。声

調変化を起こせば，当然母音の長さにも影響が

出る。次に，上声の母音が 音節語の中でどの

ように変化するかを見てみる。
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この表によれば，上声が上声の音節の前で陽

平に変化するとき，母音の長さは陽平の長さに

近づく。陽平に変化した音節の母音の長さは，

陽平の基本的な長さよりもわずかに短いが，そ

の差は大きなものではない。上声が上声以外の

音節の前で半上に変化するとき，母音は下降型

となり，その長さは短くなる。これによれば，

中国語単母音の長さを上声の音節，陽平に変化

した音節，半上に変化した音節中で比較してみ

ると，その比率は となる。

．軽声の音節中の母音の長さ

このほか，中国語には軽声という独特の音節

があり，ほかの音節に対して大きな影響を持つ。

旧ソ連の 扎多延柯は，

（ 年 月号）

において，普通話の軽声はそれ自身が短いだけ

でなく，その前の声調のある音節も短くなると



述べている。軽声を含む 音節語は一般的な

音節語の半分の長さしかない。その実験データ

は以下のようになっている。

この表から，軽声が語全体や前後の音節の長

さに大きな影響を与えていることがわかる。軽

中国語における単母音の長さに関する実験

声の影響により，前の音節の母音の長さが非常

に短くなっていることがはっきりと見てとれる 。

これにより，中国語の母音の標準的長さは実際

にはかなり複雑な様相を示しており，さまざま

な音声環境の影響を受けていることがわかる。

．ポーズの前と語中

どんな言語でも，一般にポーズの前や，文末

の単母音の長さは語中にある母音の長さとは違

いがある。 （ ）は英語の母音の位置

を分析して，文の流れの中で語末にある母音は

語中にある母音の約 倍あり，名詞フレーズ，

動詞フレーズの分かれ目にある母音は一般に

％程度長くなることを指摘している。

まず，中国語の つの単母音を含む 組 個

の 音節語を選んだ。これらはすべて つの同

じ音節から成っており，それぞれの音が逆に

なっている。これらの語によって，語中と語末

で母音の長さにどのような違いがあるかを観察

しようとする。また，これら 組 語の入った

文により，これらの母音の文中での長さの変化

を見てみる。

次に， 人の話者を選び， 語を普通の速さ

で読んでもらい， グループデータとした。ま

た，これら 語を“ ……。”という文

の中に つずつ入れて の文を作り， 人の話

者に普通の速さで読んでもらい， グループ

データとした。その後，音声分析ソフトを使っ

て 両データから 人それぞれの母音の長さ

を調べ，平均値を得た。以下は， 両グルー

プの母音の長さの平均値である。

グループ

        



このデータから，各語において，音節の中に

ある母音は音節の最後にある母音より短いこと

がわかる。話者それぞれの発音において長さは

異なるものの，ポーズの前と語中では，長さに

は規則的な違いがある。ここに上げた語のうち，

同じ母音の長さをさらに平均し， つの母音の

語中と語末における長さの比較グラフを作成し

た（右図参照）。

このグラフにおいて，語中にある母音は語末

にある母音より短いことがわかる。差が最も大

きいのは［ ］で，語中と語末の比率は

であり，語末においては ％長くなっている。

差が最も小さいのは［ ］で，語末において ％

長くなるにすぎない。その他の母音はほぼ ％

程度長くなっている。
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グループ

        



このデータから，文中における各語の母音の

長さは語におけるものと同様の傾向を示してい

ることがわかる。つまり，音節の中にある母音

は文末にある母音より短い。下に語中と文末の

母音の長さの数値比較グラフを示す。

グループと同じく，語中にある母音は文末

にあるものより短い。差が最も大きいのは［ ］

で，語中と文末との比率は であり，文

末においては ％長くなっている。差が最も小

さいのは［］［ ］［ ］で，文末において ％程度

長くなっている。その他の母音は，文末にある

とき，ほぼ ％程度長くなっている。

．母音の前後の子音

母音の長さが前後につく子音によって受ける

影響にはさまざまな問題があり，多くの研究者

中国語における単母音の長さに関する実験

        

が詳細な考察を行っている。 と

（ ）は英語において母音の長さが前後につ

く子音によって受ける影響を実験研究によって

示している。それによると，英語において母音

は前につく子音にはほとんど影響を受けない

が，後ろにつく子音は母音の長さに明らかに影

響を与えている。われわれは実験を通し，母音

の前後につく子音は母音の長さに直接的な影響

を与えることを発見した。

．有気子音・無気子音に続く母音

下の表は， の語 から取った母音の平均の

長さである。この 語は 組から成り，各組の

語は頭の子音が有気音か無気音かの違いがある

だけで，あとはみな同じである。

このデータから，無気子音に続く母音は有気

子音に続く母音より長いことがわかる。次頁の

グラフは平均の長さの比率である。このグラフ

から，無気音に続く場合と有気音に続く場合の

母音の長さの差は つの単母音でほぼ一致して

おり，無気音に続く母音が有気音に続く母音に

比べて ％ ％長い。



．清音の子音・濁音の子音に続く母音

中国語の普通話において，発音部位が同じで

清濁の対立のある子音は［ ］［ ］の 組だけであ

り，この子音のあとにつく単母音は［ ］［ ］［ ］

［ ］しかない。しかし，普通話には［ ］と［ ］か

らなる字はなく，従って［ ］［ ］［ ］の つの母

音が［ ］及び［ ］に続く場合の長さを見ればよい

ことになる。

次の表は 個の語から取った［ ］［ ］［ ］の平

均の長さのデータである。この 語は 組から

なり，頭の子音が清濁の対立をなしている以外

はすべて同じである。

このデータから，清音の子音に続く母音は濁

音の子音に続く母音より長いことがわかる。下

のグラフは平均の長さの比率を示したものであ

る。このグラフによれば，清音の子音に続く場

合と濁音の子音に続く場合で， つの母音の差

は基本的に一致しており，清音の子音に続く母

音は濁音の子音に続く母音より ％前後長く

なっている。
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．有気子音・無気子音の前の母音

下の表は， の語からとった つの単母音の

平均の長さのデータである。これら 語は 組

からなり，各組の第 音節が有気音から始まっ

ているか，無気音で始まっているかの対立以外

には，違いはない。

        



このデータから，無気子音の前の母音は有気

子音の前の母音より長くなっていることがわか

る。下のグラフは，平均の長さの比率である。

このグラフから，無気子音の前の［ ］と［ ］は有

気子音の前よりそれぞれ ％， ％長くなって

いるほか，その他の母音も長さにおいて違いが

ほぼ一致しており，無気子音の前の母音は有気

子音の前より ％ ％長い。

中国語における単母音の長さに関する実験

．四声の前の母音の長さ

違う声調の前にある母音の長さの状況を観察

するため， 組 個の 音節語を選んだ。これ

らは中国語の つの単母音を含み，それぞれ同

じ音節から成っており，第 音節の声調が違っ

ているだけである。同じように 人の話者にこ

の 語を普通の速さで読んでもらい， グルー

プデータとした。また， つの単母音を含む開

音節の語を選び，それらを“…… （

耻辱 ）。” という文に入れて つの文を

作り， 人の話者に普通の速さで読んでもらい，

グループデータとした。その後，音声分析ソ

フトにより， 両データから 人の母音の長

さを抽出し，さらにその平均値を求めた。以下

は， 両グループの母音の長さの平均値であ

る。

グループ（語中）

        



これらのデータから，違う声調の音節の前に

ある つの単母音の長さは，語中と文中で一定

の差がある。右のグラフに示すように，語中で

はかなり一致した状況が見られる。陰平の前が

最も長く，次いで陽平の前，去声の前と続き，

最も短いのが上声の前である。陰平の前の長さ

を とすると，陽平の前は ，去声の前は ，

上声の前は である。文中ではやや違った様子

を示し，語中と同様に陰平の前が最も長く，次

いで上声の前，陽平の前，去声の前となる。陰

平の前の長さを とすると，上声の前が ，

陽平の前が ，去声の前が である。

異なる声調の前の母音の長さは語中と文中で

は差があるが，中国語の音節が四声がその前の

単母音の長さに影響を与えていると結論づけら

れる。

．ストレスと母音の長さ

中国語において，ストレスを置いて読んだ場

合とそうでない場合で，母音の長さに違いはあ

るのだろうか。ストレスを置いて強調した音節

の母音は，ストレスが置かれない音節の母音よ

りも長い。下表を参照してほしい。

この表から，ストレスを置いて強調する部分

を変えたとき，その母音の長さはかなり大きな
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影響を受けていることがわかる。ストレスを置か

ない語の母音はストレスを置いた語の母音より短

く，またそれには規則性がある。例えばストレス

を置いて強調した語の母音の長さを とした場

合，ストレスを置かない置かない音節の母音は

ストレスを置いた音節の母音より ％前後短い。

さらに，強調した場合と強調しない場合では，

中国語における単母音の長さに関する実験

母音の強さに大きな差はなく，振幅はほぼ同じ

だが，実際に聞いた感覚では強さに差が感じら

れる。これは音の長さと周波数の影響である。

これにより，中国語の強弱は主に音の長さの変

化によって表されることがわかる。

．音節数と母音の長さ

音節数の違いと母音の長さの関係を調べるた

め，“十万”“十万火急”のように 音節語とそ

れを含む四字成語 組を選んだ。さらにこの

組を“…… ，…… ”という

文の中に入れ， 人の話者に普通の速度で読ん

でもらい， の音声データを得た。その後，

これらの 音節語と四字成語の中の母音の長さ

を調べ，以下のような平均値を得た。

この表から，音節数と母音の長さには相関性

があることがわかる。 音節語の中の母音は明

      



らかに 音節の中の母音より長い。下のグラフ

に示すように，長さの差が最も大きいのは［ ］

［ ］で，これらは 音節において 音節の長さ

の ％しかない。差が最も小さいのは［］で，

音節中の長さは 音節中の長さの 分の で

ある。その他の母音もほぼ一致して 音節中の

長さは 音節中の ％前後となっており，これ

によって，同じ語は音節が増加することによっ

て長さが 分の 前後減少するといえる。

ここに示した音節数と母音の長さの関係によ

り，中国語中の 音節の成語と 音節語は文を

作る際に同様の機能を果たしており，使用上に

おいて 音節語と同様に扱ってよいということ

がいえる。成語は，文を作る上での機能が語と

同等であるだけでなく，文において語と同様の

リズムの一単位となっているため，長さにおい

てできるだけ語と違いが出ないようにする傾向

があり，これにより 音節中の母音が 音節中

の母音より短くなっているのである。

．発話スピードと母音の長さ

発話スピードと母音の長さとの関係を分析す

るため，以下のような資料を作成した。

この資料において， つの単母音は以下のよ

うにすべて 回以上現れている。“八法［ ］，弟

既［］， 模［ ］， 和［ ］，古出［ ］，去句［ ］，

拾只［ ］，四 ［ ］。これを 人の話者に 種類

の異なったスピードで読んでもらった。文 は

普通のスピード，文 はやや速いスピードであ

る。以下に示すのは，この資料の長さと母音の

長さのデータである。
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このデータから，以下のことがわかった。発

話スピードと母音の長さは互いに一致してお

り，発話スピードが速くなれば，母音の長さも

それにつれて変わってくる。具体的に言うと，

スピードが速いときには母音は短くなり，遅い

ときには長くなる。しかし，発話スピードと母

音の長さには明確な比例関係は見られない。

人の話者で，文 は文 より ％短く

なっているが，母音の長さは から

程度しか短くなっておらず，はっきりし

た変化とはいえない。これは上のグラフにおけ

る母音の平均長さの比較において見られる。

従って，一定の範囲内での発話スピードの変化

は，単母音の長さに大きな影響を与えるとはい

えない。

．結 論

以上の詳細な比較分析から，以下のような結

論を得た。

他の言語と同様に， つの単母音は口の開

き具合，舌の高さ，円唇・非円唇の違いなど

により，もともとの長さに違いがある。一般

的にいって，［ ］と［ ］はやや長く，［ ］と［ ］

はやや短い。その他の母音はこの中間にある。

中国語の音節に特有な四声そのものが，音

節において長さの違いをもっている。この違

いは当然音節中の母音にも影響する。一般的

に，上声の音節中の母音は他の音節中の母音

より長く，以下，陰平，陽平，去声という順

中国語における単母音の長さに関する実験

である。上声が変化して陽平に近づく場合，

その母音の長さも陽平に近づく。半上声に変

わる場合には，大幅に短くなる。軽声はもと

もと短いため，その母音の長さもそれに対応

して短い。

母音のあとにポーズがあるかどうかが，長

さに直接的に影響する。ポーズがある母音は

ない母音より ％ ％長い。

母音はその前後にある子音により，長さに

違いが出る。無気子音のあとの母音はやや長

く，有気子音のあとの母音はやや短い。清音

の子音のあとの母音は，濁音の子音のあとの

母音より長い。無気子音の前の母音は有気子

音の前の母音より長い。

母音の長さは後ろに続く音節の声調と関係

がある。語中と文中で四声の前の母音の長さ

に違いがあるが，陰平が最も長いことは共通

している。ほかの つの声調の前の母音の長

さは，語中では上声，陽平，去声の順で長く，

文中では陽平，去声，上声の順で長い。

単母音を含む音節にストレスを置いて読む

かどうかは母音の長さに直接的に影響する。

この音節にストレスを置いて強調した場合，

その中の単母音はストレスが置かれず強調さ

れていない音節より ％前後長い。

音節と 音節の中に同じ母音を含む場

合，その長さは音節が増えるに従って短くな

る。文においては語を単位とする明確なリズ

ムがあり，語と語の間隔は自然に短くなる。

音節の成語は文を作る際に機能の面で語と

同等であり，できるだけ短く発音して 音節

語に近づける必要がある。われわれの研究に

より， 音節語の中にある母音は 音節語の

中にある同じ母音の長さの 分の になるこ

とがわかった。

理論的に言って，発話スピードの変化は母

音の長さの変化に影響する。しかし， 種類

のスピードの違いが大きくない朗読の音声



データの分析によると，発話スピードが母音

の長さの変化に与える影響は小さいもので，

一定の範囲内における発話スピードの変化は

単母音の長さに大きな影響を与えるとは言い

がたい。

以上の実験を通し，中国語の単母音の長さは

かなり複雑であることがわかった。もともとの

長さに違いがあるだけでなく，前後の子音の性

質，後ろに続く音節の声調，ストレスの有無，

語の音節数など，多くの要素が母音の長さの変

化に影響を与えている。

注

出典 《芙蓉》 年第 期。

語の構造は （ ）で，主として の

長さを調査する。

単母音のもともとの長さはさまざまな影響

を受ける。ここでは，作成した資料からとっ

た話者の平均値により長さの順序を示した。

これは代表的ではあるが，例外を排除するも

のではない。

軽声の音節は音量も小さく，弱く発音され，

文中で発音される長さは他の音節より著しく

短い。聞いた場合にその違いは明確であり，

母音が短いことを証明により説明する必要は

特にないだろう。

つの母音で選んだ語の数に違いがあるの

は，語そのものの量に違いがあるためである。

こうした簡単な文を選んだのは，意味がわ

かりやすいということのほか， つの母音す

べてに応用できるという理由による。
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